
複数のがんの届出判断チャート

(※1) 1つの臓器に複数のがんが発⽣した例：胃に2つがんが発⽣
      複数の臓器に複数のがんが発⽣した例：胃と肝にがんが発⽣
(※2) 進展度が上⽪内より進んだがんのこと（不明の場合を含む）
(※3) 届出マニュアル 付録[3]を参照
    【例】C18.2 上⾏結腸
      ↑ここが4桁⽬
(※4) 届出マニュアル 付録[2]を参照

     

Y

【例a】①部位：膀胱，病理診断：尿路上⽪癌，  【例c】①診断年：2016年，部位：S状結腸， 【例f】①診断年：2016年，部位：胃体部，   【例g】①部位：胃前庭部，病理診断：管状腺癌， 【例h】①部位：胃，病理診断：腺癌  【例j】①胃癌，②転移性肝癌（胃からの転移）
      進展度：限局        病理診断：上⽪内腺癌              病理診断：管状腺癌         進展度：限局      ②部位：胃，病理診断：悪性リンパ腫 →①のみ届け出   
     ②部位：膀胱，病理診断：尿路上⽪内癌，       a.②診断年：2019年，部位：S状結腸，              ②診断年：2019年，部位：胃前庭部       ②部位：胃体部，病理診断：管状腺癌，      →①，②それぞれ届出
      進展度：上⽪内        病理診断：腺癌              病理診断：管状腺癌         進展度：隣接臓器浸潤
       →①のみ届出            →①，②それぞれ届出              →①のみ届出              →②のみ届出  【例i】①胃癌，②肝細胞癌

【例b】①診断年：2016年，部位：膀胱  【例d】①部位：右乳癌，②部位：左乳癌
      病理診断：尿路上⽪癌，進展度：限局      →①，②それぞれ届出

 【例e】①部位：S状結腸（C18.7）
      病理診断：尿路上⽪内癌，進展度：上⽪内       ②部位：上⾏結腸（C18.2）
       →①のみ届出         →①，②それぞれ届出

      →①，②それぞれ届出

     ②診断年：2019年，部位：膀胱

浸潤がんのみ届出 原発のがんのみ届出先に発⽣した⽅を届出
進んでいるがんについて届出
※わからない場合は，腫瘍の範囲が

⼤きい⽅を届出
それぞれ届出

⼀⼈の患者に，
複数のがんが発⽣

1つの臓器に
複数発⽣しましたか？

(※1)

浸潤がん(※2)と
上⽪内がんが独⽴して発⽣

しましたか？

⼀度の届出期間内に
発⽣しましたか？

先に上⽪内がんが発⽣し，
既に届出済ですか？

同じ側性ですか？

側性のある臓器ですか？

原発部位は⼤腸，
⽪膚以外ですか？

もしくは，⼤腸，⽪膚で局在コード
が4桁⽬まで同じですか？

(※3)

どちらかが⼀⽅の転移
または再発ですか？

組織型は同じですか？
(※4)

同時に発⽣しましたか？
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